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天
皇
、
皇
后
両
陛
下
ご
来
柑 

被
災
者•

尽
力
者
激
励 

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
は
5
月
1
1 

日
相
馬
市
を
訪
問
さ
れ
、
避
難
所 

と
な
つ
て
い
る
中
村
一
一
小
体
育
館 

で
避
難
生
活
を
送
る
方
々
を
励
ま 

さ
れ
ま
し
た
。 

g

人
が
避
難
生
活
を
続
け
て
い 

る
中
村
一
一
小
体
育
館
で
両
陛
下
は
、 

各
世
帯
ご
と
の
ブ
丨
ス
で
一
人
一 

人
に
声
を
か
け
て
回
ら
れ
ま
し
た
。 

家
を
流
さ
れ
た
と
い
ぅ
女
性
の 

避
難
者
は「

両
陛
下
に
や
さ
し
く 

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
大
変
ぅ 

れ
し
か
つ
た
。
こ
れ
を
糧
に
し
て
、 

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
つ
て
い
き
た 

い」

と
目
を
潤
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

同
小
の
玄
関
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ 

た
尽
力
者
お
ね
ぎ
ら
い
で
は
、
竹 

中
淳
一
相
馬
警
察
署
長
、
海
沼
敏 

明
陸
上
自
衛
隊
第
1
3
旅
団
長
、
荒 

忠
夫
相
馬
市
消
防
団
長
、
遺
体
安 

置
所
で
地
元
磯
部
地
区
住
民
の
身 

元
確
認
に
連
日
貢
献
し
た
熊
倉
一 

巳
相
馬
市
講
会
護
員
を
激
励
し
ま 

し
た
。 

両
陛
下
は
そ
の
あ
と
、
甚
大
な 

被
害
を
受
け
た
原
釜•

尾
浜
地
区 

を
立
谷
市
長
の
説
明
を
受
け
な
が 

ら
ご
視
察
さ
れ
、
被
災
を
悼
み
黙 

礼
さ
れ
ま
し
た
。 



平成23年度市税など紬期カレンダーの紬期を変更します 
月 

税目 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 1〇月 1 1月 1 2月 1月 2月 3月 

市県民税 

(普通徴収） 

変更前 

1期 

11曰 
〜30日 

2期 

11曰 
〜31曰 

3期 

11曰 
〜31日 

4期 

11曰 
〜31日 

市県民税 

(普通徴収） 変更後 

1期 

7月15日 
〜8月31日 

2期 

11曰 
〜3"!曰 

3期 

11曰 
〜30日 

4期 

11曰 
〜31日 

市県民税 

(普通徴収） 

•平 

•特 

成2 3年度（平成2 2年度分）所得証明書の発行は7月15日以降です。 

別徴収の衲期は変更あリません。 

固定資産税 

変更前 

1期 
11日〜 

5月2日 

2期 
11日〜 

8月1曰 

3期 

11曰 
〜26日 

4期 

11曰 
〜29日 

固定資産税 

変更後 

1期 
11曰〜 

8月1曰 

2期 

11曰 
〜30日 

3期 

11曰 
〜26日 

4期 

11曰 
〜29日 

固定資産税 

• 平成2 3年度固定資産価格 などの縦覧期間は7月1日 〜8月1曰までです。 

軽自動車税 

変更前 

全期 

11曰 
〜31曰 

軽自動車税 

変更後 

全期 
11日〜 

8月1曰 

軽自動車税 

• 平成2 2年度衲税証明書（車検用）の有効期 限は7月 31日までです。 

国民健康 
保険税 

変更前 

1期 
11日〜 

8月1曰 

2期 

11曰 
〜31日 

3期 

11曰 
〜30日 

4期 

11曰 
〜31日 

5期 

11曰 
〜30日 

6期 

11曰 
〜26曰 

7期 

11曰 
〜31日 

8期 

11曰 
〜29日 

国民健康 
保険税 

変更後 

1期 

11曰 
〜31日 

2期 

11曰 
〜30日 

3期 

11曰 
〜31曰 

4期 

11曰 
〜30日 

5期 

11曰 
〜26曰 

6期 

11曰 
〜31曰 

7期 

11曰 
〜29日 

8期 

11曰 
〜30日 

後期高齢者 
医療保険料 

変更前 

1期 

11曰 
〜31日 

2期 

11曰 
〜30日 

3期 

11曰 
〜31曰 

4期 

11曰 
〜30日 

5期 

11曰 
〜26曰 

6期 

11曰 
〜31曰 

7期 

11曰 
〜29日 後期高齢者 

医療保険料 

「変更後 変更ありません 

介護保険料 

変更前 

1期 
11日〜 

8月1曰 

2期 

11曰 
〜31日 

3期 

11曰 
〜30日 

4期 

11曰 
〜31日 

5期 

11曰 
〜30日 

6期 

11曰 
〜26曰 

7期 

11曰 
〜31曰 

8期 

11曰 
〜29日 

介護保険料 

変更後 

1期 

11曰 
〜31日 

2期 

11曰 
〜30日 

3期 

11曰 
〜31日 

4期 

11曰 
〜30日 

5期 

11曰 
〜26曰 

6期 

11曰 
〜31日 

7期 

11曰 
〜29日 

8期 

11曰 
〜30日 

•申請 •問い合わせ先 

〇り災証明の申請窓口市役所3階•総務課消防防災係（S 3 7 - 2 1 2 1 ) 

〇市税等減免の申請窓口市役所1階.税務課市民税係（S 3 7 - 2 1 2 7)固定資産税係（S 3 7 - 2 1 2 8) 

※上記市税などの減免申請を受け付けています。市外、県外へ避難されている方には、現在、住民登録されてい 

る住所に衲税通知書と減免申請書を同封して郵送しますので、ご家族やご親族からもご連絡お願しヽします。 

申請方法は、申立人（本人）が減免申請書に記入のうえ税務課まで提出もしくは郵送でお送りください。 

【添付書類】り災証明書（総務課で申請受付、発行）の写し。 
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税務課からのお知らせ 

市
税
な
ど
口
座
振
替 

停
止
手
続
き 

被
災
に
よ
り
口
座
振
替
が 

困
難
な
た
め
衲
付
書
で
市
税 

な
ど
を
_
付
さ
れ
た
い
方
は
、 

口
座
振
替
停
止
手
続
き
を
税 

務
課
窓
口
に
て
至
急
お
手
続 

き
く
だ
さ
い
。 

•
持
参
品
身
分
証
明 

書
•
印
か
ん(

認
印
で
結
構 

で
す
。
通
帳
印
で
は
な
く
て 

も
構
い
ま
せ
ん)

 

•
問
い
合
せ
先
税
務
課
収 

衲
係(

S
M
2
1
2
9)

 



休日当番医 

6月5日(日） 早川医院 中村字泉町 37-3500 

6月12曰(曰） 菜のはなこどもクリニック 中村字川沼 36-8739 

6月19日（日) やまぐち小児科医院 中村一丁目 37-8815 

6月26日（日) 桜ケ丘さいとう整形外科 中村字桜ケ丘 35-1333 

※診療時間は9:00〜16:00 

※救急医療病院は公立相馬総合病院（S 36-5101) 

相 馬 中 央 病 院 （ S 36-6611) 

© 広 報 そ う ま H 2 3 . 6.1 

休曰歯科当番医 

6月5日(日) 山本歯科医院 中野字寺前135-2853 

6月12日(曰） 大沼歯科医院 南相馬市鹿島区；46-5970 

6月19日（日） わたなベ歯科クリニック 中村字新町;36-2345 

6月26日（日) 木幡歯科医院 南相馬市鹿島区46-2244 

※診療時P身9:00 ~16:00 

東
日
本
大
震
災 

無
料
法
律
相
談
会 

震
災
に
よ
り
、
法
律
問
題
で 

お
悩
み
の
方
を
対
象
に
無
料
法 

律
相
談
を
行
い
ま
す
。
ど
ん
な 

相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。 

ど
ぅ
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く 

だ
さ
い
。 

•
日
時
平
日•

1
4
時〜
1
9
時 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
第 

1
会
議
室(

2
階)

 

•
主
催
福
島
県
弁
護
士
会 

•
後
援
相
馬
市
四
団
体
協
議 

会(

司
法
書
士
会•

行
政
書
士 

会
.
土
地
家
屋
調
査
士
会•

税 

理
士
会) 

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
お
受
け 

し
ま
す
。(

S
3
7
2 
2 
0 
6)

 

無
料
法
律
相
談
会 

日
常
の
お
悩
み
に
、
法
律
的 

な
観
点
か
ら
無
料
で
相
談
を
行 

い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
生
活 

環
境
課
ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ 

い
。
予
約
は
6
月
1
曰(

水)
 

か
ら
。 

•
日
時
6
月
1
7
日(

金)

1
1 

時〜

1
4
時
3
0
分 

_
場
所
市
役
所
1
階
市
民 

相
談
室 

行
政
相
談 

《

行
政
相
談》

 

•
日
時
6
月
1
4
日(

火)

1
0 

時
か
ら
1
2
時(

毎
月
第
2
火
曜 

日) 

•
場
所
市
民
相
談
室(

市
役 

所
ー
階)

 

《

巡
回
行
政
相
談
所》

 

•
日
時
6
月
2
1
日(

火)

扣 

時
か
ら
1
2
時 

•
場
所
飯
豊
公
民
館 

•
堀
川
由
美
子
相
談
委
員(

S 

3
5
2
2
4
2
ン 

•
齋
藤
究
世
相
談
委
員(

S
沿 

2
6
8
0) 

行
政
相
談
は
、
役
所(

国•
 

県
•
市)

や
特
殊
法
人
の
仕
事 

に
関
す
る
苦
情
や
要
望
に
つ
い 

て
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決 

を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守 

し
ま
す
。
ま
た
、
時
間
外
は
相 

談
員
宅
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

市
民
相
談 

毎
日(

土
、
日
、
祝
日
を 

除
く)

、
生
活
環
境
課
で
。 

交
通
事
故
相
談 

毎
週
木
曜
曰(

1
日
と
祝
日 

を
除
く) 

9
時〜

n
時
、
生
活 

環
境
課
内
交
通
相
談
所
で
。 

多
重
債
務
相
談 

毎
日(

土
、
日
、
祝
日
を 

除
く)

、
1
階
市
民
相
談
室
で
。 

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
相 

談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま 

す
。 

消
費
生
活
相
談 

訪
問
販
売•

商
品
ト
ラ
ブ
ル 

な
ど
に
つ
い
て
。 

6
月
1
7
日(

金)

9
時〜

巧 

時
、
1
階
市
民
相
談
室
で
。 

時
間
外
は
相
談
員
宅
で
も 

受
付
。
•
須
藤
相
談
員(

§
3
 

3
5
3
2
8
4) 

相
談
窓
口
•
問
い
合
わ
せ
先 

生
活
環
境
課(

0
m
2
1
4
4)

 

子
ど
も
手
当
を
受
け
て
い 

る
方
へ 

平
成
m
年
6
月
の
子
ど
も
手
当 

現
況
届
ハ
※)

提
出
は
不
要
で
す
。 

な
お
、
子
ど
も
手
当
は
、
平
成 

2
3
年
4
月〜

9
月
ま
で
の
6
ヶ
月 

分
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
月
額 

1
3
、
o
o
o
円
が
支
給
さ
れ
ま 

す
。
1
0
月
以
降
の
手
当
額
な
ど
に 

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
未
定 

で
す
。
1
0
月
に
届
出
•
申
請
な
ど 

が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す 

の
で
、
決
ま
り
次
第
、
広
報
紙
な 

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

※
現
況
届
=
6
月
1
日
時
点
の
状 

況
を
確
認
す
る
た
め
、
毎
年
6 

月
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
社
会
福
祉
課 

児
童
家
庭
係(

S
リ
2
2
0
4)

 

ヘ
ド
ロ
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぎ
ま
し
よ
う 

今
回
の
津
波
に
よ
り
、
陸
地
に 

大
量
の
へ
ド
ロ
が
上
が
つ
て
い
ま 

す
。
ヘ
ド
ロ
や
が
れ
き
な
ど
の
撤 

去
に
伴
ぅ
埃
な
ど
に
よ
る
健
康
被 

害
を
予
防
す
る
た
め
次
の
点
に
注 

意
し
ま
し
よ
ラ
。 

•
作
業
中
に
傷
を
負
つ
た
と
こ
ろ 

に
泥
な
ど
が
付
着
し
た
場
合
は
、 

す
み
や
か
に
洗
浄
し
て
消
毒
す 

る
。
も
し
、
探
い
傷
で
泥
が
取
り 

除
け
な
い
場
合
に
は
、
医
療
機
関 

を
受
診
し
て
処
置
し
て
も
ら
ぅ
。 

•
作
業
に
従
事
す
る
場
合
や
外
出 

す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す 

る
。 

•
作
業
終
了
後
や
外
出
先
か
ら 

戻
っ
た
ら
、
服
な
ど
に
つ
い
た
埃 

を
払
っ
て
か
ら
家
に
入
り
、
手
洗 

い
、
ぅ
が
い
を
す
る
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課 

(

0
3
7
2
1
4
2)

 



受付日程 受付時間= 8時 3 0分〜 1 7時 1 5分 

月 曰 対象被災地区 

6月 6づ - 8曰 
飯豊地区（程田、大曲、新田、柏崎、岩子、 
南飯渕百槻、馬場野)•日立木地区（日下石、 
立谷、赤木、柚木） 

6月 9*10*13 日 磯部地区（蒲庭、磯部） 

6 月14 • "15 .16 日 中村東部（原釜、尾浜）中村中部（新沼） 

6月17*20日 その他の地域 

免除の理由 必要書類 

©住家の全半壊、全半焼またはこれ 
に準ずる被災をした方 

リ災証明書 

®主たる生計維持者が死亡しまたは 
重篤な傷病を負った方 

•死亡=死亡診断書（死体検案書） 

•重篤な傷病=診断書など 
(1ヶ月以上の治療を有する場合） 

(D主たる生計維持者の行方が不明で 
ある方 

警察などに行方不明者に係る届出をしてい 
ることが確認できるもの 

©主たる生計維持者が業務を廃止 
し、または休止した方 

税務署に提出した廃業届など 
(詳しくは、税務署にお尋ねください。） 

®主たる生計維持者が失職し、現在 
収入がない方 

雇用保険受給資格者証など 
(雇用保険受給中は対象となリません） 

®福島原発の避難指示地域の住民で 
あった方 

住民累の写し（避難指示地域に住所があつ 
たことが確認できるもの） 

@福島原発の計画的避難区域及び緊 
急時避難準備区域の住民であつた方 

住民西の写1 

(計画的避難区域及び緊急時避難準備区域 
に住所があつたことが確認できるもの） 

※必要書類がそろえられない方は、その旨を申し出てください。 

H23. 6.1広報そ-

•

上
表
®
に
該
当
さ
れ
る
方
の
ぅ 

ち
、
相
馬
市
が
発
行
し
た
り
災
証 

明
書(
全
壊•

大
規
模
半
壊•

半 

壊
に
限
る)

の
交
付
を
受
け
て
い 

る
方
は
、
申
請
が
な
く
て
も
免
除 

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。
ま
だ
、 

り
災
証
明
書
の
申
請
を
さ
れ
て
い 

な
い
方
は
、
お
早
め
に
申
請
し
て 

く
だ
さ
い
。 

.
他
の
市
町
村
か
ら
転
人
さ
れ
た 

方
も
該
当
し
ま
す
。 

.
住
所
と
今
い
る
と
こ
ろ
が
異
な 

る
場
合
は
、
保
険
年
金
課
に
申
し 

出
て
く
だ
さ
い
。 

.
免
除
証
明
書
の
発
行
は
、
後
日 

に
な
り
ま
す
。 

春
対
象
者
相
馬
市
に
住
所
を
有 

す
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者•

 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者 

春
受
付
場
所 

市
役
所
保
険
年
金
課 

(

1
階
市
民
課
と
な
り) 

今
回
の
震
災
に
よ
リ
被
災
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
は
医
療 

機
関(
薬
局
を
含
む)

窓
口
に
そ
の
旨
を
申
し
出
る
と
、
医
療
費
の一

部
負
担
金
が
6
月
3
0
日
ま 

で
免
除
さ
れ
ま
す
。 

7
月
ー
日
か
ら
は
、
市
ま
た
は
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
発
行
す
るI

部
負
担
金 

等
免
除
証
明
書
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
平
成
M
年
2
月
巧
日(

入
院
時
食
事 

療
養
費
な
ど
は
、
平
成
2
3
年
8
月
3
1
日)

ま
で
免
除
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
免
除
証
明
書
を
提
示
し 

な
い
と
、
自
己
負
担
が
か
か
リ
ま
す
。 

次
の
と
お
リI

部
負
担
金
等
免
除
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
、
必
要
書 

類
と
印
か
ん
を
持
つ
て
市
役
所
保
険
年
金
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

I

支
払
っ
て
し
ま
っ
た 

I

部
負
担
金
を
返
還
し
ま
す 

一
部
負
担
金
の
免
除
対
象
と
な 

る
方
で
、
震
災
か
ら
6
月
如
曰
ま 

で
、
医
療
機
関
に
一
部
負
担
金
を 

支
払
っ
た
場
合
は
、
そ
の
額
を
返 

還
し
ま
す
の
で
、
保
険
年
金
課
に 

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

參
持
参
す
る
も
の 

.
国
民
健
康
保
険=

•
領
収
書
• 

印
か
ん
•
世
帯
主
の
通
帳 

.
後
期
高
齢
者
医
療=

•
領
収
書 

•
印
か
ん
•
本
人
の
通
帳 

領
収
書
を
な
く
さ
れ
た
方
は
、 

医
療
機
関
か
ら
支
払
い
証
明
書
を 

発
行
し
て
も
ら
つ
て
来
て
く
だ
さ 

い
。(

発
行
が
有
料
の
場
合
が
あ 

り
ま
す)

 

I

保
険
証
の
再
交
付 

今
回
の
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方 

が
保
険
証
を
な
く
さ
れ
た
場
合
、 

保
険
証
が
な
く
て
も
氏
名
、
住
所
、 

生
年
月
日
な
ど
を
医
療
機
関
に
申 

し
出
れ
ば
、
保
険
診
療
を
受
け
る 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
7
月
1 

日
か
ら
は
、
保
険
証
の
提
示
が
必 

要
と
な
り
ま
す
。 

ま
だ
再
交
付
を
受
け
て
い
な
い 

方
は
、
必
ず
本
人
確
認
が
で
き
る 

書
類(

運
転
免
許
証
な
ど)

と
印 

か
ん
を
持
つ
て
保
険
年
金
課
で
交 

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
時
間
に
余
裕
を
み
て
お
い
で 

く
だ
さ
い
。 

社
会
保
険
に
加
人
さ
れ
て
い
る
方
は
、
一
部
負
担
金
負
担
金
の 

免
除
や
保
険
証
の
再
発
行
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
な
ど 

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

国
民
健
康
保
険
.
後
期
高
齢
者
医
療
のI

部
負
担
金
免
除
証
明
書
を
発
行
し
ま
す 

問
い
合
わ
せ
先 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係(

S
3
7
2 
1
4 
0)

 

5 ま © 
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県
借
上
げ
民
間
住
宅
の
再
募
集 

乂 ^ ジ 

2
級
ホ 

^
へ
ル
パ
丨 

養
成
講
座
受
講
生
募
集 

市
で
は
、
2
級
ホ
丨
.
^
へ
ル 

パ
丨
養
成
講
座(

前
期
講
座)

の 

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。 

こ
の
講
座
は
、
介
護
に
対
す
る 

市
民
の
理
解
を
探
め
る
と
と
も 

に
、
必
要
な
知
識
と
技
能
を
有
す 

る
介
護
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め 

に
実
施
し
ま
す
。 

•
実
施
期
間
8
月
2
曰(

火)
 

〜

n
月
M
日(

木)
 

•
研
修
時
間
講
義
M
時
間(

通 

信
学
習
3
0
日
間)

、
実
技
4
8
時
間 

(

実
技
ス
ク
丨
リ
ン
グ
U
日
間)

、 

実
習
如
時
間(

5
日
間)

 

計
1
3
0
時
間(

4
6
日
間) 

•
募
集
定
員g

名 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
試
験 

に
よ
る
選
考
を
行
い
ま
す
。 

(

7
月
巧
日
市
役
所
分
斤
舍
2
階|

 

第
2
会
議
室
で
実
施
予
定)

 
•
募
集
対
象
者
相
馬
市
に
住 

所
を
有
し
心
身
と
も
に
健
康
な
方|

 

で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
勤
務|

 

し
て
い
る
方
、
勤
務
す
る
こ
と
が 

確
定
し
て
い
る
方
ま
た
は
勤
務
す 

る
こ
と
を
希
望
す
る
方
。 

•
受
講
経
費
受
講
料(
テ
キ
ス 

ト
代
、
副
教
材
費
含
む)

2 
5
、 

〇
〇
〇
R 

※
交
通
費
.
昼
食
代
•
健
康
診
断|

 

料
は
別
途
個
人
負
担
と
な
り
ま1

 
す 

•
申
込
方
法
所
定
の
受
講
申
込 

書
に
ご
記
入
の
上
、
市
役
所
健
康 

福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
受
講
申
込
書
は
市
役
所
健
康
福 

祉
課
、
ま
た
は
市
の
ホ
^~

ム 

ぺ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。 

※
受
講
を
希
望
す
る
に
あ
た
つ
て 

の
志
望
の
動
機
は
、
必
ず
記
入 

し
て
く
だ
さ
い
。 

•
申
込
期
限
7
月
8
日(

金)
 

※
必
着(

期
限
厳
守)

 

•
受
講
生
の
決
定
申
込
者
全
員 

に
後
曰
通
知
し
ま
す
。 

•
研
修
終
了
認
定
全
て
の
研
修 

を
終
了
さ
れ
た
方
に
は
修
了
証
明 

書
な
ど
を
交
付
し
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
健
康
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係(

3
3
7
2
1
7 

4)
 

情
報
公
開•

個
人
情
報 

保
護
実
施
状
況
の
公
表 

平
成
M
年
度
の
情
報
公
開
•
個 

人
情
報
保
護
実
施
状
況
を
公
表
し 

ま
す
。 

《

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く 

開
示
請
求
の
状
況》

 

•
公
文
書
開
示
請
求
件
数
H
O
件 

ぅ
ち
•
開
示
=
o
件
•
一 
部
開
示 

=
o
件
•
不
開
示
=
o
件
•
不
服 

申
立
=
o
件 

•
任
意
的
開
示
申
出
件
数
=
o
件 

ぅ
ち
•
開
示
=
o
件
•
一 
部
開
示 

H
n 

o
i
h
 

《

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く 

開
示
請
求
の
状
況》

 

.
自
己
情
報
開
示
請
求
件
数=

1 

件 ぅ
ち
•
開
示=

1
件
•
不
服
申
立 

=
〇
件 

情
報
の
公
開
や
個
人
情
報
の
保 

護
に
関
す
る
事
務
は
、r

相
馬
市 

情
報
公
開
条
例」

「

相
馬
市
個
人 

情
報
保
護
条
例」

に
基
づ
い
て 

行
っ
て
い
ま
す
。 

市
民
の
皆
様
が
、
条
例
に
基
づ 

き
情
報
の
開
示
請
求
を
さ
れ
る
場 

合
の
順
序
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

©
市
政
情
報
コ
丨
ナ
丨
で
所
定
の 

様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
情 

報
の
公
開
を
請
求 

©
各
担
当
課
で
請
求
内
容
を
確
認 

®

情
報
開
示
の
可
否
に
つ
い
て
請 

求
さ
れ
た
方
に
通
知 

®
情
報
開
一
不
文
書
の
閲
覧
ま
た
は 

写
し
の
交
付 

詳
し
く
は
、
市
政
情
報
コ
丨 

ナ
丨
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

•
市
政
情
報
コ
丨
ナ
1
=
企
画
政 

策
課
内(

0
3
7
2
2
1
8) 

平
成
2
3
年
3
月
1
1
日
の
震
災
に 

よ
り
住
居
が
全
壊
ま
た
は
長
期
に 

わ
た
つ
て
居
住
す
る
住
家
が
な
い 

世
帯
に
、
福
島
県
の
民
間
住
宅
借 

上
げ
制
度
へ
の
申
込
を
受
け
付
け 

ま
す
。 

な
お
、
5
月
の
募
集
内
容
か
ら 

一
部
改
正
が
あ
り
ま
す
。
改
正
部 

分
は
後
述
の
線
部
分
で
す
。 

i
本
方
針 

民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居
し
た
避 

難
者
の
ぅ
ち
、
要
件
を
す
べ
て
満 

た
す
世
帯
を
対
象
に
、
県
が
家
賃 

を
負
担
し
ま
す
。 

市
か
ら
の
家
賃
補
助
を
受
け
て 

い
る
方
も
県
の
借
上
げ
制
度
の
対 

象
に
な
り
ま
す
。 

•
対
象
世
帯
要
件 

民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居
も
し
く 

は
入
居
を
予
定
し
、
自
ら
の
資
力 

で
は
入
居
を
継
続
す
る
こ
と
が
困 

難
で
あ
る
世
帯
。 

•
対
象
住
宅
要
件 

.
福
島
県
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
で 

貸
主
お
よ
び
仲
介
業
者
が
、
県
の 

借
上
げ
住
宅
と
な
る
こ
と
に
了
承 

し
た
も
の 

.
家
賃(

駐
車
場
、
共
益
費
、
管 

理
費
含
む)

の
限
度
額
が
6
万
円
。 

た
だ
し
、
一
住
戸
へ
の
乳
幼
児
を 

除
い
た
入
居
人
数
が
5
名
以
上 

(

乳
幼
児
が
い
る
場
合
は
ご
相
談 

、
だ
さ
い)

の
場
合
の
限
度
額
を 

9
万
円
と
し
ま
す
。 

.
耐
震
性
が
確
認
さ
れ
た
も
の 

•
入
居
期
間•

費
用 

入
居
期
間
は
原
則
1
年
間
と
な 

り
ま
す
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情 

が
あ
る
場
合
は
最
長
2
年
間
で
す
。 

家
賃
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、 

電
気
•
水
道•

ガ
ス
な
ど
の
使
用 

料
は
入
居
者
負
担
で
す
。 

•
特
例
指
置
に
ょ
リ
県
の
借
上
げ 

住
宅
と
な
る
以
前
の
遡
及
適
用 

3
月
1
1
日
の
被
災
曰
以
降
、
被 

災
者
が
自
ら
民
間
賃
貸
住
宅
に
入 

居
し
、
県
の
借
上
げ
住
宅
と
な
る 

ま
で
に
負
担
し
た
入
居
に
当
た
つ 

て
の
費
用
と
家
賃
な
ど
を
給
付
の 

対
象
と
し
県
が
負
担
し
ま
す
。 

•
申
込
方
法 

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「

借 

上
げ
住
宅
申
出
書」

を
提
出
し
て 

く
だ
さ
い
。 

•
受
付
期
間
6
月
1
曰(

水)
 

〜

3
0
日(

木) 

•
提
出
場
所•

問
い
合
わ
せ
先 

市
役
所
2
階
建
築
課(

§
3
3
7
2 

1 
7 
8)

 



図書館あんない 

おすすめ図書 

ぼくたちの一 

舂と_と秘と4 
『サランへヨ北の祖国よ』 

森村誠一 [著 ] 

『ぼくたちの春と夏と秋と冬』 

ボブ•ラッチ力[文] 

ビータ—.レイノルズ[絵] 

H23. 6 . 1広報そうま@ 

毎
月
の
新
し
く
入
っ
た
図
書
の
一
覧
は
図
書
館
で
配
布
し
て
い
ま
す 

ま
た
、
相
馬
市
の
ホ
^
へ
丨
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

〈
〈

お
は
な
し
の
部
屋》

 

—

読
み
聞
か
せ
と
折
り
紙
： 

•
日
時
6
月
4
日(

土)
 
2

時
如
分
テ
ー
マ=

「

雨
降
り」

 

折
り
紙
卩「

か
た
つ
む
り」

 

春
日
時
7
月
2
日(

土)
 
S

時
如
分
テ
ー
マ=

「

星
•
夏
休
み」

 

折
り
紙
H「

七
タ
飾
り(

短
冊)

」
 

•
場
所
図
書
館
内「

こ
ど
も
の
部
屋」

 

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

お
は
な
し
の
部
屋
で
は
、
い
っ
し
ょ
に
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
く
れ
る
、 

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
活
動
を
見 

に
き
て
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
図
書
館(

S
リ
2
6
3
0)

 

相
続
放
棄
に
関
す
る
重
要
な
お
知
ら
せ 

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に 

よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
心
よ 

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
皆
さ
ん
は
、
人
が
亡
く 

な
る
と
財
産
や
借
金
は
自
動
的
に 

相
続
さ
れ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で 

し
よ
ぅ
か
。 

•
相
続
放
棄 

人
が
亡
く
な
る
と
、
相
続
が
発 

生
し
ま
す
が
、
相
続
は
手
続
き
を 

し
た
と
き
で
は
な
く
、
亡
く
な
つ 

た
と
き
に
自
動
的
に
発
生
し
ま
す
。 

何
の
手
続
き
も
し
な
け
れ
ば
、
借 

金
も
自
動
的
に
相
続
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
を
防
ぐ
方
法
の
一
つ
に 

「

相
続
放
棄」

と
い
ぅ
家
庭
裁
判 

所
で
の
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。
た 

だ
し
、「

相
続
放
棄」

は
、
死
亡 

し
た
こ
と
を
知
つ
て
か
ら
3
力
月 

以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん 

(

若
干
の
例
外
あ
り)

。 

•
相
続
放
棄
の
期
間
伸
長
の
申
し 

立
て 亡

く
な
ら
れ
た
方
の
借
金
の
有 

無
も
内
容
も
分
か
ら
ず
、
す
ぐ
に 

相
続
放
棄
を
す
る
か
決
め
ら
れ
な 

い
方
も
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の
よ 

う
な
方
々
が
困
る
こ
と
が
な
い
よ 

ぅ
に
、「

相
続
放
棄
の
期
間
伸
長 

の
申
し
立
て」

を
す
る
こ
と
が
で 

き
ま
す
。 

相
続
放
棄
の
手
続
き
を
3
力
月 

以
内
に
で
き
な
い
場
合
、
こ
の
申 

し
立
て
を
す
る
こ
と
で
、
手
続
き 

に
か
か
る
期
間
を
延
ば
す
こ
と
が 

で
き
ま
す
。 

•
手
続
き
の
方
法 

家
庭
裁
判
所
の
窓
口
で
、
3
力 

月
以
内
に
期
間
伸
長
の
申
し
立
て 

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

•
用
意
す
る
も
の 

©
収
入
印
紙§

円
=
1
枚
、
@
切 

手
8
0
円
卩
3
枚
、
@
尸
籍
謄
本(
亡 

く
な
ら
れ
た
方
、
申
し
立
て
を
す 

る
方)

H
各
ー
通
、
@
住
民|

示
の 

除
栗(

亡
く
な
ら
れ
た
方)

卩
1 

通 •
問
い
合
わ
せ
先 

•
福
島
家
庭
裁
判
所
相
馬
支
部 

(

s
%
5
1
4
1)

 

※
必
要
書
類
は
裁
判
所
に
備
え
付 

け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
直
接
お 

越
し
く
だ
さ
い
。 

•
福
島
県
弁
護
士
会
相
馬
支
部 

(

s
%
4
7
8
9)

 

農
業
委
員
会
選
挙
の
延
期 

7
月
に
予
定
し
て
い
た
農
業
委 

員
選
挙
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ 

り
延
期
と
な
り
ま
し
た
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
選
挙
管
理
委 

員
会
事
務
局(

S
3
7
2 
1
9 
2)

 

農
業
委
員
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

農
業
委
員
選
挙
の
延
期
に
伴
い
、 

農
地
法
関
係
申
請
書
提
出
締
切
日 

な
ど
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
し 

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

申
請
に
関
す
る
相
談
は
、
農
業 

委
員
も
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務 

局(

S
3
7
2
2
5
5)

ま
で 

•
提
出
締
切
7
月
ー
日(

金)
 

•
補
正
締
切
7
月
U
曰(

月)
 

•
総
会
予
定
日
7
月
2
1
日 

(
木)

 
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
の
ホ
ー 

ム
ぺ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま 

す
。 

•
ホ
丨
ム
ぺ
I
ジh

t
t
p
:
/
/
 

w
w
w
.
c
i
t
v
.
s
o
m
p
f
c
k
u
s
h
i
m
a
.
 

i
p
/
n
o
u
g
y
o
u
/
i
n
d
e
x
i
i
t
m
l
 

http://www.citv.sompfckushima
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相馬に「ハマ」の活気と笑顔が再び戻った 

； ^ ， ふ 
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卜ピックス 
Topix 

卜ピックス 
Topix 

ニ
ユ
ー
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
、
訪
れ 

た
人
た
ち
の
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。 

週
末
ご
と
に
歌
謡
シ
ョ
丨
や
バ
ン
ド 

演
奏
な
ど
ア
ト
ラ
ク
シ
ヨ
ン
が
催
さ
れ
、 

朝
市
を
さ
ら
に
明
る
く
盛
り
上
げ
て
い 

ま
す
。 

そ
の
あ
と
ル
イ
ス
カ
バ
丨
ニ
ヤ
ス
大 

使
は
原
釜
地
区
の
被
災
状
況
を
視
察
し 

た
あ
と
、
原
釜
幼
稚
園
を
訪
問
。 

同
幼
稚
園
の
高
橋
司
教
論
は
海
外
青 

年
協
力
隊
員
と
し
て
メ
キ
シ
コ
で
活
躍 

し
て
い
た
経
験
が
あ
り
、
先
日
、
メ
キ 

シ
コ
人
の
リ
リ
ア
ナ•

ぺ
レ
ス•

ボ
カ 

ネ
グ
ラ
さ
ん
と
結
婚
し
た
ば
か
り
。
リ 

リ
ア
ナ
さ
ん
は
同
幼
稚
園
で
助
手
と
し 

て
幼
児
教
育
を
補
助
し
て
い
ま
す
。 

子
供
た
ち
の
歓
迎
を
受
け
た
ル
イ
ス 

カ
バ
j
ニ
ヤ
ス
大
使
は
、
メ
キ
シ
コ
シ 

テ
ィ
丨
の
子
供
た
ち
が
描
い
た
絵
を
持 

参
。
園
児
ら
に
色
と
り
ど
り
の
絵
を
手 

渡
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
園
歌
で 

大
使
に
応
え
た
あ
と
、
メ
キ
シ
コ
国
旗 

を
降
り
な
が
ら
大
使
を
見
送
り
ま
し
た
。 

1 

f： 

^
相
馬
市
を
訪
問 

1
駐
日
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
大
使 

支
援
物
資
に
対
し
、
メ
キ
シ
コ
合
衆 

国
大
統
領
へ
送
っ
た
立
谷
市
長
の
礼
状 

が
き
っ
か
け
で
、
ミ
ゲ
ル
•
ル
イ
ス
力 

バ
丨
ニ
ヤ
ス
駐
日
メ
キ
シ
コ
合
衆
国 

大
使
は
5
月
1
8
日
、
相
馬
市
を
訪
問
し
、 

メ
キ
シ
コ
政
府
な
ど
か
ら
の
相
馬
市
震 

災
孤
児
等
支
援
金
へ
継
続
的
な
協
力
の 

意
向
を
立
谷
市
長
に
伝
え
ま
し
た
。 

立
谷
市
長
は
、
航
空
写
真
で
相
馬
市 

の
概
要
や
、
今
回
の
震
災
の
状
況
を 

説
明
し
た
あ
と「

相
馬
市
で
は
津
波 

で
約
5
千
人
が
被
災
し
、
ぅ
ち
叨
％
は 

助
か
っ
た
。
消
防
団
員
が
住
民
を
避
難 

さ
せ
た
お
か
げ
で
す
。
最
後
ま
で
救
出 

に
あ
た
っ
た
消
防
団
員
が
子
ど
も
や
家 

族
を
残
し
て
、
犯
人
も
亡
く
な
っ
て
い 

る」

と
述
べ
た
あ
と
、
こ
れ
ま
で
の 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
海
外
メ
デ
ィ
ア
へ 

の
取
材
に
対
し
震
災
孤
児
等
支
援
金
へ 

の
協
力
を
呼
び
か
け
て
き
た
経
緯
を
話 

し
、「

メ
キ
シ
コ
の
み
な
さ
ん
に
も
こ 

の
勇
敢
な
消
防
団
の
話
を
紹
介
し
て
欲 

し
い」

と
訴
え
ま
し
た
。 

ル
イ
ス
カ
バ
丨
ニ
ヤ
ス
大
使
は「

消 

防
団
の
方
々
の
英
雄
的
な
行
為
に
我
 々

も
心
を
動
か
さ
れ
た
。
で
き
る
限
り
の 

こ
と
を
し
た
い
。
メ
キ
シ
コ
政
府
か
ら 

5
千
ド
ル
の
震
災
孤
児
支
援
金
が
送
ら 

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
最
初
の
ご
支 

援
で
す」
と
今
回
の
訪
問
の
目
的
に
つ 

い
て
述
べ
ま
し
た
。 

_
麗
へ
の一

歩 

は
ら
が
ま
朝
市
開
催 

「
相
馬
は
ら
が
ま
朝
市」

は
土
日
な 

ど
に
長
友
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、
多 

く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。 

主
催
は
高
橋
永
真
さ
ん(

原(

金)

を 

代
表
と
す
る「

は
ら
が
ま
朝
市
N
p
〇 

準
備
委
員
会」

。 

高
橋
さ
ん
ら
の
呼
び
か
け
で
原
釜
の 

水
産
加
エ
業
者
な
ど
約
3
0
名
が
集
ま
り
、 

相
馬
市
民
に
元
気
と
活
力
を
与
え
た
い 

と
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。 

初
曰
の
5
月
3
曰
同
朝
市
の
オ
^—

 

プ1
1

ン
グ
式
で
は
代
表
の
高
橋
さ
ん
か 

ら「

は
ら
が
ま
朝
市
運
営
役
員
全
員
が 

被
災
者
。
し
か
し
今
日
か
ら
復
興
に
向 

け
て
一
歩
踏
み
出
し
ま
す
。
う
ま
い
米
、 

肉
、
魚
、
野
菜
、
昔
の
相
馬
を
取
り
戻 

し
ま
し
ょ
う」

と
あ
い
さ
つ
。 

つ
づ
い
て
立
谷
市
長
が「

こ
の
試
み 

を
毎
週
続
け
て
、
い
ず
れ
は『

東
北
に 

原
釜
あ
り』

と
い
う
市
場
に
な
っ
て
い 

た
だ
き
た
い
。
今
日
は
復
興
の
第
一
歩
。 

こ
の
活
動
が
広
が
る
こ
と
が
浜
の
復
興 

の
特
効
薬」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し 

た
。 同

朝
市
で
は
仙
台
の
市
場
か
ら
買
い 

つ
け
た
イ
カ
や
カ
レ
イ
、
小
女
子
な
ど 

が
棚
に
並
び
、
タ
ラ
の
フ
ラ
イ
や
ア
ナ 

ゴ
の
て
ん
ぷ
ら
も
揚
げ
ら
れ
提
供
さ
れ 

ま
し
た
。 

会
場
で
は
、
力
ニ
汁
や
海
笞
汁
、
宇 

都
宮
の
ギ
ヨ
丨
ザ
な
ど
毎
回
違
う
メ 
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刈敷田応急仮設住宅 
入居者へ鍵引渡し式 

4月末に始まった角田東グラウンド 

の応急仮設住宅58戸への入居に引き続 

き、5月9日にも、刈敷田応急仮設住 

宅の入居者へ鍵引渡し式が行われまし 

た。 

コミュニティセンターで行われた鍵 

引渡し式では、立谷市長が「新しい集 

落ができます。お互い思いやって、仲 

良く支えあっていただきたい」とあい 

さつ。人居者代表の小幡靖夫さんに仮 

設住宅の鍵などを引き渡しました。 

今回の刈敷田応急仮設住宅への入居 

開始は72戸。 

以降、角田東グラウンド、西工業団地、 

柚木工業団地でも入居開始が予定され 

ています。最終的には市内15 0 0戸 

の応急仮設住宅が建設されます。 

わ * ：•' 

相馬市のFMラジオ放送老ラまさいが•エフエム76.6MHz放送時間：常時定時放送は9時、13時、17時 

復
興
支
援
あ
り
が
と
う 

婦
人
会
、
横
断
幕
作
成 

相
馬
市
婦
人
会(

高
玉
マ
サ
会 

長)

は
こ
の
ほ
ど
、
復
興
作
業
に 

従
事
す
る
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防 

団
な
ど
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表 

す
横
断
幕
を
作
成
し
、
5
月
1
9
日
、 

市
役
所
へ
届
け
ま
し
た
。 

届
け
ら
れ
た
横
断
幕
は
2
枚
。 

幅
1
メ
丨
ト
ル
、
長
さ
5 
メ
丨
ト 

ル
で
復
興
支
援
あ
り
が
と
ぅ
n
の 

文
字
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
横
断
幕
は
六
号
バ
イ
パ
ス 

に
か
か
る
こ
道
橋(

和
田
柴
迫)

 

に
掲
げ
ら
れ
、
上
り
下
り
両
側
か 

ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

る
の
は
切
な
く
な
り
ま
す
が
、
き 

れ
い
に
洗
え
る
と
う
れ
し
い
。
子 

ど
も
の
写
真(

ネ
ガ)

が
あ
る
と 

頑
張
ろ
う
と
い
う
気
に
な
り
ま 

す」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

市
内
新
田
地
内
で
津
波
の
被
害 

を
受
け
た
住
宅
の
泥
出
し
を
し
て 

い
た
福
島
市
の
会
社
員•

吉
野
究 

哉
さ
ん【

写
真】

は「

長
期
連
休 

を
利
用
し
被
災
地
で
何
か
力
に
な 

り
た
い
と
思
い
、
会
社
仲
間
6
名 

と
相
馬
に
来
ま
し
た
。
想
像
と
違 

い
泥
が
重
く
、
大
変
さ
が
身
に
し 

み
て
い
ま
す」

と
額
に
汗
を
光
ら 

せ
て
い
ま
し
た
。 

同
セ
ン
タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
被
災
住
宅
の
泥 

出
し
、
避
難
所
で
の
サ
ボ
丨
ト
、 

仮
設
住
宅
へ
の
引
越
し
手
伝
い
、 

写
真
の
洗
浄
な
ど
に
従
事
し
て
い 

ま
す
。 

被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
を
元
気 

づ
け
よ
ぅ
と
、
宇
宙
飛
行
士
の
野 

ロ
聡
一
さ
ん
の
講
演
会
は
5
月
M 

日
、
中
村
一
一
小
、
中
村
一
小
で
行 

わ
れ
、
集
ま
っ
た
児
童
ら
は
熱
心 

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

野
ロ
さ
ん
は
、
宇
宙
で
撮
影
し 

た
映
像
を
流
し
な
が
ら
、
宇
宙
で 

の
生
活
や
体
験
を
紹
介
。 

日
本
の
夜
景
を
宇
宙
か
ら
撮
影 

し
た
映
像
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、 

そ
の
美
し
さ
に
会
場
か
ら
は
大
き 

な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

講
演
後
に
は
質
問
コ
丨
ナ
丨
が 

設
け
ら
れ
、
普
段
接
す
る
こ
と
の 

で
き
な
い
宇
宙
を
身
近
に
感
じ
た 

子
ど
も
た
ち
か
ら
次
々
と
手
が
挙 

が
り
、「

お
風
呂
は
ど
ぅ
し
て
い 

た
の
で
す
か」

、「

ト
ラ
ブ
ル
は
な 

か
っ
た
で
す
か」

な
ど
積
極
的
に 

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
野
ロ
さ 

ん
は
子
ど
も
た
ち
の
一
つ
一
つ
の 

質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。 

今
年
の
大
型
連
休
を
利
用
し
た 

県
内
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

申
し
込
み
が
増
加
し
ま
し
た
。 

g〜

9
0
人
程
で
推
移
し
て
い
ま 

し
た
が
、
連
休
2
曰
目
の
4
月
如 

曰
、
相
馬
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

セ
ン
タ
丨
で
は
M
人
の
活
動
が
あ 

り
ま
し
た
。 

こ
の
日
、
旧
相
馬
女
子
高
で
は 

被
災
地
か
ら
回
収
さ
れ
た
写
真
の 

洗
浄
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し 

た
。
群
馬
県
の
町
役
場
職
員•

畑 

中
哲
哉
さ
ん
は
自
治
体
職
員
と
し 

て
の
勉
強
も
兼
ね
て
、
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
に
参
加
。
ネ
ガ
の
洗
浄
に 

力
を
注
い
で
い
ま
し
た
。「

量
も 

多
く
大
変
。
人
の
思
い
出
に
触
れ 

連
休
で
県
内
外
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
駆
け
つ
け
る 

子
ど
も
た
ち
に
ェ
丨
ル
野
ロ
聡
一
さ
ん
講
演 



堀下さゆりさん 
中一小でミニコンサート 

相馬市出身のシンガーソングラ 

イタ一堀下さゆりさんが5月3日、 

避難所となっている中村第一小学校 

の体育館で、ミニコンサートを開催 

し、避難者を激励しました。 

堀下さんは「そうまさいがいエフ 

エム」のパーソナリティ一としても 

活躍し、市内の生活情報などをお知 

らせしてきました。 

パーティションで仕切られた各世 

帯のブースへ直接声をかけて回った 

あとに始まったミニコンサートでは、 

堀下さんの代表曲「力セノトオリミ 

チ」や坂本九さんのヒット曲「上を 

向いて歩こう」などが披露され、避 

難者の心を和ませました。 

堀下さんは曲の合間に相馬弁で 

「がんばっぺ！相馬」と呼びかけ、 

避難者を激励しました。 

アンコールでは唱歌の「ふるさ 

と」が披露され、避難された方々は 

手拍子で歌を口ずさんでいました。 

© 広 報 そ う ま H 2 3 . 6.1 

交
流
に
よ
り
笑
顔
が
心
の
ふ
れ
あ
い
サ
ボ
丨
ト 

チ
^
ム
S
O
S
に
よ
る
r
、
>
L
の 

ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト」

は
、
4
月 

2
9
日
か
ら
5
月
8
日
ま
で
の
1
0
日 

間
、
老
人
憩
の
家
で
行
わ
れ
、
多 

く
の
避
難
者
が
交
流
し
ま
し
た
。 

チ
丨
^
;
5
s
o
s
は
、
水
難
救
助 

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行 

ぅ
全
国
の
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
丨
有
志 

に
よ
る
団
体
で
す
。 

同
じ
境
遇
の
被
災
者
同
士
が
話 

を
す
る
こ
と
で
心
的
ス
ト
レ
ス
を 

和
ら
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
回 

の「
心
の
ふ
れ
あ
い
サ
ボ
ー
ト」

 

は
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

市
内
の
避
難
所
か
ら
、
多
く
の 

被
災
者
が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
は 

は
つ
ら
つ
と
し
た
笑
顔
で
屋
外
で 

の
ゲ
^；
5

や
ボ
j
ル
遊
び
を
し
て 

い
ま
し
た
。 

利
用
者
の
一
人
は「

楽
し
く
話 

を
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
子
ど
も
の 

笑
顔
を
見
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り 

が
た
い
で
す」

と
感
想
を
述
べ
て 

い
ま
し
た
。 

報
徳
の
ゆ
か
り
小
田
原•

日
光
市
民
が
相
馬
支
援 

小
田
原
市
の
職
員
と
市
民
が
報 

徳
の
ゆ
か
り
が
あ
る
相
馬
市
の
復 

興
を
支
え
よ
ぅ
と
、
5
月
U
日
か 

ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
従
事
し 

て
い
ま
す
。 

初
日
の
こ
の
日
、
市
内
光
陽
地 

区
で
が
れ
き
の
撤
去
に
従
事
し
た 

の
は
小
田
原
市
職
員
2
名
と
同
市 

民
8
名【

写
真】

。
同
市
民
ボ
ラ 

ン
テ
イ
ア
は
小
田
原
市
や
同
市
社 

会
福
祉
協
議
会
の
呼
び
か
け
に
応 

じ
て
集
ま
り
ま
し
た
。
一
週
間
交 

代
で
当
面
、
6
月
末
ま
で
支
援
を 

続
け
ま
す
。 

小
田
原
市
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
イ 

ア
永
井
信
幸
さ
ん
は「

居
て
も 

立
っ
て
も
居
ら
れ
な
く
、
何
か
お 

手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
来
ま 

し
た」

と
参
加
し
た
動
機
を
述
べ 

て
い
ま
し
た
。 

一
一
宮
尊
徳
に
ゆ
か
り
の
あ
る
曰 

光
市
も
相
馬
市
に
職
員
や
市
民
ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
復
興
を
支 

援
し
て
い
ま
す
。 

元
J
リ
丨
ガ
丨
中
西
さ
ん 

サ
ッ
カ
丨
で
児
童
と
交
流 

元
J
リ
^—

ガ
^—

で
ス
ポ
^~

ツ 

ジ
ャ
丨
ナ
リ
ス
ト
の
中
西
哲
生
さ 

ん
ら
が
中
村
一
一
小
を
訪
問
し
児 

童
ら
を
対
象
に
サ
ッ
力
ー
教
室
を 

開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
に
体
を
動 

か
す
楽
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。 

中
西
さ
ん
と
ぜ
ビ
オ
ス
ポ
ー
ツ
 ヽ

市
教
育
委
員
会
の
主
催
で
開
催
さ 

れ
、
3
年
生
か
ら
6
年
生
約
_
人 

が
参
加
し
ま
し
た
。 

サ
ッ
ヵ
丨
教
室
で
中
西
さ
ん
は
、 

上
空
に
投
げ
た
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ 

チ
す
る
な
ど
ボ
丨
ル
を
使
つ
た
運 

動
で
児
童
と
交
流
し
ま
し
た
。
同 

小
サ
ッ
ヵ
丨
チ
丨
^
^
へ
も
指
導
を 

行
い
、
パ
ス
や
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
基 

本
的
な
動
き
を
指
導
し
、
児
童
ら 

は
夢
の
交
流
の
ひ
と
と
き
を
過
ご 

し
ま
し
た
。 



説明会開催日程 

| 

相馬市と姉妹都市の大樹町•伏見悦夫町長 

は 5月 2 1 曰、相馬市役所を訪れ、大樹町か 

らの震災復興支援金を立谷市長に手渡しまし 

た。 

大 樹 町 で は 、 4 月 2 2 曰 か ら 5 月 5 曰 ま で 

同町国道23 6号の大樹橋上流で「歴舟川清流 

鯉のぼり」が行われました。 

今年は、相馬市の復興を願い「応援してま 

す肺妹都市相馬市」と書かれた幅 1 . 2 メー 

トル、尚さ10 メートルの室れ幕も立てられ、 

こいのぼりにのせて相馬に元気が届けられま 

した。 

このイベントは、環境省の「清流日本一」 

に 7 回 選 ば れ て い る 歴 舟 川 の 美 し さ を P R 

するために1 9 9 1年から行われているもので、 

大樹の春の風物詩となっています。 

開催日 開催時間 場所 

6/6 (月） 18時30分 日立木小体育館 

6/20 (月） 18時30分 山上小体育館 

6/25 (土） 13時 飯豊公民館 

6/25 (土) 16時 はまなす館 

6/26 (日） 10時 東部公民館 

6/26 (日） 13時 八幡小体育館 

6/26 (日） 16時 磯部小体育館 

6/27 (月) 18時30分 大野小体育館 

東日本大震災での死亡者数など（5月19日現在） 相馬市の人口（5月1日現在） 

相馬市民の死亡者数 4 2 6 人 

相馬市民の行方不明者数 3 2 人 

避難所の避難者数（8力所） 8 6 4 人 

人口 37,284 人 ( - 2 4 3 ) 

男 1 8 , 1 2 1人 ( — 1 2 4 ) 

女 19,163 人 ( - 1 1 9 ) 

世帯数 13,594世帯 ( — 5 0 ) 

編集と発行；相馬市情報政策課〒976"8601相馬市中村字大手先13 Ta0244-37-2117 FAX0244-35-4196 

ホームぺ—ジ http://www.city.soma.fukushima.jp/ E/-ル info@city.soma.fukushima.jp 

H23. 6.1広報そうま迅 

放
射
線
へ
の
正
し
い
理
解
を 

放
射
線
と
健
康
影
響
説
明
会 

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
•
特 

任
教
授
の
上
昌
広
氏
に
よ
る
放
射 

線
と
健
康
影
響
に
つ
い
て
の
講
演 

は
5
月
m
日
、
初
野
集
会
所
、
玉 

野
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
住 

民
約
1
2
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
の
講
演
は
、
放
射
線
に
つ
い 

て
正
し
く
理
解
し
、
対
処
方
法
を 

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た 

も
の
。 

講
演
で
は
、「

放
射
線
の
影
響 

は
、
体
質
や
年
齢
、
生
活
習
慣
な 

ど
に
よ
り
人
に
よ
っ
て
全
く
異
な 

る」

こ
と
や「

現
在
出
て
い
る
放 

射
線
は
、
3
月
の
福
島
第
一
原
発 

の
爆
発
の
と
き
に
こ
の
地
ま
で
飛 

ん
で
き
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
も 

の」

と
い
っ
た
基
礎
知
識
を
踏
ま 

え
、「

日
本
家
屋
の
中
で
は
屋
外 

の
約
半
分
コ
ン
ク
リ
丨
^L

の
建 

物
で
あ
れ
ば
、
約
1
0
分
の
ー
ま
で 

減
少
す
る」

と
い
っ
た
、
受
け
る 

放
射
線
量
が
屋
外
と
屋
内
で
は
大 

き
く
異
な
る
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、 

「

や
み
く
も
に
放
射
線
を
恐
れ
る 

の
で
は
な
く
、
正
し
い
知
識
を
身 

に
つ
け
、
行
動
す
る
こ
と
が
大 

切」

と
、
医
学
的
な
観
点
か
ら
の 

分
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
ま
し 

た
。 講

演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
参 

加
者
か
ら「

家
の
窓
を
開
け
て
も 

い
い
の
か」

な
ど
の
質
問
が
出
さ 

れ
、
上
先
生
は
地
域
の
現
状
を
踏 

ま
え
た
対
処
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ 

V

ス
を
し
て
い
ま
し
た
。 

市
で
は
市
内
各
地
で
、
放
射
線 

と
健
康
被
害
に
関
す
る
説
明
会
を 

開
催
し
ま
す
。
日
程
は
別
表
の
と 

お
り
で
す
。 

帥 
妹 
都 
市 

大 
樹 
町 
し 

い 
の 
ぼ 
り 

で 
相 

を 
激 
励 

http://www.city.soma.fukushima.jp/
mailto:info@city.soma.fukushima.jp



